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──周作クラブ会報　88 号──
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加
藤
宗
哉
事
務
所
内
「
周
作
ク
ラ
ブ
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Ｅ
メ
ー
ル　

Shusaku_club@
yahoo.co.jp

編
集
後
記

▼
暑
い
夏
が
続
い
て
い
ま
す
。
少
年
時
代
。
蝶

の
採
集
に
夢
中
に
な
り
、
真
黒
に
陽
焼
け
し
て

野
山
を
駆
け
巡
っ
て
い
た
の
を
、
懐
か
し
く
思
い

出
し
ま
す
。

▼
高
校
時
代
に
な
る
と
登
山
に
熱
中
し
出
し
、

現
在
に
至
る
ま
で
。
山
好
き
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

小
著
、「
各
山
シ
リ
ー
ズ
」
三
部
作
（『
名
山
の

日
本
史
』『
名
山
の
文
化
史
』『
名
山
の
民
俗
史
』）

は
、
小
生
の
代
表
作
で
す
。

▼
さ
て
。
本
号
は
「
第
88
号
」
で
す
。
最
初
か

ら
編
集
に
関
わ
っ
て
き
た
こ
と
を
思
え
ば
。
感

無
量
で
す
。
半
年
後
、
来
年
の
一
月
十
五
日
に
は
、

小
生
、
傘
寿
と
な
り
ま
す
。

▼
本
会
報
の
巻
頭
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た

文
学
セ
ミ
ナ
ー
、
遠
藤
周
作
著
『
稔
と
仔
犬
』

の
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
会
報
の
副
編
集
人
で
あ
る

亀
岡
園
子
さ
ん
の
朗
読
は
、
な
か
な
か
感
動
的

で
、
聴
く
人
た
ち
を
惹
き
つ
け
ま
し
た
。

▼
「
周
作
忌
」
は
、
遠
藤
先
生
の
亡
く
な
ら
れ

た
9
月
29
日
に
併
せ
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
9
月
25
日
（
日
）
の
開
催
で
す
。
会
場
は
、

慶
應
義
塾
大
学
三
田
校
舎
内
の
北
館
ホ
ー
ル
で

す
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、
ふ
る
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。�

（
劔
）

◆
今
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て

�

今
年
度
の
周
作
ク
ラ
ブ
総
会
（
第
22
回
）
は
、

引
き
続
き
人
と
の
接
触
機
会
の
軽
減
を
は
か

る
観
点
か
ら
、
可
能
な
か
ぎ
り
少
人
数
で
の

会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
「
委
任
状
に
よ
る
総
会
参
加
」
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
同
封
の
ハ
ガ
キ
の

「
委
任
状
」
の
項
に
ご
署
名
・
捺
印
の
う
え
、

９
月
15
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
の
総

会
開
催
の
日
時
・
会
場
等
は
以
下
の
通
り
で

す
。

▽�

９
月
25
日
（
日
）
12
時
30
分
～
13
時
20
分

ま
で
。
会
場
は
慶
應
義
塾
大
学
三
田
校
舎

内
・
北
館
ホ
ー
ル
（
港
区
三
田
２
の
15
の

45
）
で
す
。

◆
﹁
２
０
２
２
周
作
忌
﹂
に
つ
い
て

�

今
年
の
周
作
忌
は
、
本
報
１
面
で
ご
案
内

の
通
り
、
会
場
参
加
型
（
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

参
加
は
ナ
シ
）
で
行
い
ま
す
。
例
年
は
９
月

29
日
（
命
日
）
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
は
９
月
25
日
（
日
）
14
時
か
ら
、
慶
應

義
塾
大
学
三
田
校
舎
内
の
「
北
館
ホ
ー
ル
」

で
す
（
内
容
に
つ
い
て
は
１
面
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
）。

�

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
、

予
定
変
更
や
人
数
制
限
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
事
前
の
お
申
込
み
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
（
参
加
費
・
無
料
）。

◆ 

来
年
の
﹁
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
﹂
と
︑

﹁
生
誕
１
０
０
年
展
＆
記
念
講
演
会
﹂
に

つ
い
て

�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
中
止
が
続
い
て
き
た
「
遠

藤
文
学
・
原
点
の
旅
」
は
、
来
年
も
開
催
の

見
込
み
が
立
た
な
い
状
況
で
す
（「
原
点
の

旅
」
の
勉
強
会
で
あ
る
「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」

は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
単
独
に
開
催
す
る
予
定
）。

た
だ
、
来
年
３
月
末
か
ら
、
長
崎
市
遠
藤
周

作
文
学
館
で
は
「
生
誕
１
０
０
年
展
」
が
、

長
崎
市
内
で
は
「
記
念
講
演
会
」
が
開
か
れ

ま
す
。
そ
の
日
程
（
予
定
）
を
左
記
に
掲
げ

ま
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
方
は
個
人
単
位

で
の
計
画
を
ご
立
案
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

︵
２
０
２
３
年
︶
長
崎
市
で
の
行
事
・
予
定

▼�

３
月
25
日
（
土
）
記
念
講
演
会
・
長
崎
市

内
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル

▼�

３
月
27
日
（
月
）
よ
り
「
生
誕
１
０
０
年

展
」
を
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館
で
開
催
。

※�
な
お
３
月
27
日
は
遠
藤
周
作
の
誕
生
日
で

す
。

�

生
誕
１
０
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
関
す
る

問
合
せ
先
は
、
長
崎
市
遠
藤
周
作
文
学
館

（
本
報
７
面
参
照
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

そ
の
ほ
か
︑
生
誕
１
０
０
周
年
に
予
定
さ

れ
て
い
る
催
事

♪
音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　﹁
泣
か
な
い
で
﹂
再
演
決
定
！

�

原
作
は
、
遠
藤
周
作
『
わ
た
し
が
・
棄
て

た
・
女
』。
か
つ
て
、
初
演
を
観
た
遠
藤
周

作
は
、「
自
分
の
作
品
で
こ
ん
な
に
泣
い
た

の
は
初
め
て
だ
」
と
エ
ッ
セ
イ
に
記
し
た
。

多
く
の
賞
も
受
賞
し
た
こ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

が
、
原
作
者
の
生
誕
１
０
０
年
を
機
に
再
演

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

�

な
お
、
東
京
公
演
の
予
定
は
、
２
０
２
３

年
６
月
10
日
（
土
）
２
回
公
演
（
13
時
、
17

時
30
分
）、
６
月
11
日
（
日
）
１
回
公
演

（
13
時
）。

�

会
場
は
、
町
田
市
民
ホ
ー
ル
で
す
。

【
お
問
合
せ
先
】
音
楽
座
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

 

０
１
２
０
・
５
０
３
・
４
０
４
（
12
時
～

18
時
／
日
・
祝
休
）。
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

info@
ongakuza-m

usical.com
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✤﹁
会
報
﹂
の
原
稿
募
集

　

会
員
の
皆
さ
ん
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
９
０
０
字
（
半
ペ
ー
ジ
分
）
あ
る
い
は

１
８
０
０
字
（
１
ペ
ー
ジ
分
）。
遠
藤
周
作

の
人
と
作
品
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
遠
藤
文

学
と
の
関
わ
り
な
ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
原
稿
は
必
ず
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」

宛
て
に
郵
送
す
る
か
、
下
記
Ｅ
メ
ー
ル
（
原

稿
添
付
）
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
掲
載
の
際

に
は
ご
連
絡
差
し
あ
げ
ま
す
。

✤﹁
周
作
ク
ラ
ブ
﹂
会
員
募
集

　
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
で
は
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
遠
藤
文
学
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

こ
れ
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
と
い
う
方
々
も
大

歓
迎
で
す
。

　

年
会
費
は
3
，0
0
0
円
。
入
会
金
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
４
回
発
行
の
「
会
報
」
が
送

ら
れ
る
ほ
か
、
会
が
主
催
す
る
「
新
年
会
」

「
周
作
忌
」「
文
学
セ
ミ
ナ
ー
」
や
遠
藤
作
品

の
足
跡
を
訪
ね
る
「
遠
藤
文
学
・
原
点
の
旅
」

（
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
中
断
）、
そ
し
て

「
オ
ン
ラ
イ
ン
懇
親
会
」
に
も
参
加
で
き
ま

す
。
下
記
「
周
作
ク
ラ
ブ
」
ま
で
、
ハ
ガ
キ

か
Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
折
り

返
し
、
資
料
と
会
費
用
振
込
用
紙
を
お
送
り

し
ま
す
。

　

な
お
、
当
ク
ラ
ブ
で
は
昨
年
よ
り
財
政
健

全
化
の
た
め
の
「
協
力
金
」
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
一
口
1
，0
0
0
円
で
、
何
口
で
も
結

構
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
知
ら
せ


